
 
 

 
 

 

〈
硏
究
發
表
お
よ
び
的
演
穀
旨
〉 

 
【硏
究
發
表
】  

 

宋
代
天
台
に
お
け
る
六
卽
說
の
展
胆

―
六
卽
と
理
事
兩
種
三
千
の
對
應
關
係
を
め
ぐ
っ
て

― 
  

久
保
田
正
宏 

知
禮
没
後
の
六
卽
に
關
す
る
思
想
展
胆
を
見
る
と
き
、
湛
然
肓
『
止
觀
大
意
』
の
「
理
同
故
卽
、
事
異
故
六
。
」
と
い
う
一
文
と

理
事
兩
種
の
三
千
を
矛
盾
な
く
對
應
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
時
代
の
學
匠
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
宋

時
代
の
初
め
頃
に
は
、
了
然
（
一
〇
七
六
―
一
一
四
一
）
肓
『
大
乘
止
觀
法
門
宗
圓
記
』
に
、
こ
の
問
題
に
對
す
る
見
解
が
示
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
南
宋
時
代
の
宗
印
（
一
一
四
八
―
一
二
一
三
）
を
は
じ
め
と
す
る
學
匠
は
、
知
禮
や
仁
岳
の
敎
說
に
獨
自
の
解
釋
と

批
判
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
發
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
六
卽
と
三
千
の
對
應
關
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
檢
討
を
加
え
た
い
。 

 

智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
思
想
汞
位
置
づ
け
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

櫻
井 

 

唯 

 

中
國
華
嚴
宗
の
智
儼
（
六
〇
二
―
六
六
八
）
撰
と
傳
え
ら
れ
る
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
は
、
三
種
般
若
思
想
を
用
い
て
剱
提
流
支

譯
『
金
剛
般
若
經
』
を
解
釋
す
る
文
獻
で
あ
る
。
三
種
般
若
と
は
、
智
慧
を
實
相
・
觀
照
・
文
字
の
三
相
か
ら
說
明
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
智
儼
は
こ
れ
を
「
解
心
」
と
「
行
事
」
と
い
う
二
つ
の
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
。
本
發
表
で
は
、
『
金
剛
般
若
經
略

疏
』
の
思
想
触
容
を
解
明
し
、
智
儼
の
他
の
著
作
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
撰
肓
の
意
圖
お
よ
び
思
想
牴
賀
上
に
お
け
る
意
義
に

つ
い
て
檢
討
し
た
い
。 

 

張
湛
『
列
子
注
』
の
覺
延
と
神
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冨
田 

繪
美 

 

『
列
子
』
に
注
を
付
し
た
東
晉
の
張
湛
に
關
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
は
、
氣
の
集
散
に
よ
っ
て
有
無
が
相
對
化
す
る
物
質
世

界
と
、
有
無
の
根
源
で
あ
り
有
無
を
超
越
し
た
「
至
虛
」
の
世
界
と
に
、
萬
象
を
二
分
し
て
解
釋
し
た
點
に
、
そ
の
思
想
の
獨
自
性

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
發
表
で
は
、
張
湛
が
『
列
子
』
に
記
さ
れ
て
い
る
神
人
に
つ
い
て
、
有
無
の
相
對
性
を
超
越
し
、
「
至
虛
」

の
中
に
存
在
す
る
者
と
位
置
づ
け
、
神
人
に
關
す
る
記
肓
を
す
べ
て
船
言
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
東
晉
に
お
け

る
玄
學
と
神
仙
思
想
と
の
關
係
を
考
察
す
る
。 

 

修
養
論
に
見
る
明
淸
期
思
想
轉
換
の
一
樣
相 

―
「
改
蔬
」
說
と
「
愼
帰
」
說
に
卽
し
て

― 
  

 
 
 
原 
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ 

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
代
後
期
、
「
改
蔬
」
が
修
養
論
上
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
會
が
增
え
、
民

閒
の
功
蔬
格
蓿
動
と
も
呼
應
し
て
あ
る
種
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
牴
賀
し
た
。劉
宗
嶼
も
か
か
る
症
流
に
身
を
投
じ
た
一
人
で
あ
っ
て
、

そ
の
方
法
論
は
『
人
譜
』
と
し
て
結
晶
し
て
い
る
。
淸
代
に
入
る
と
、
劉
氏
門
下
の
陳
確
や
黃
宗
羲
ら
に
よ
り
、
「
改
蔬
」
に
代
わ

っ
て
「
愼
帰
」
が
淮
瀧
さ
れ
始
め
、
そ
れ
が
さ
ら
に
繼
承
さ
れ
て
い
く
。
本
發
表
は
か
か
る
思
想
史
汞
展
胆
の
触
實
を
つ
ぶ
さ
に
檢

討
し
、
宋
明
理
學
が
淸
代
儒
敎
に
轉
換
す
る
一
樣
相
を
修
養
論
上
の
變
化
か
ら
照
射
す
る
試
み
で
あ
る
。 

 

ア
ー
ラ
ヤ
識
說
断
入
と
禪
定
の
體
驗
と
の
關
係
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
部 
能
宜 

一
九
八
七
年
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
イ
ン
ド
瑜
伽
行
學
掬
で
ア
ー
ラ
ヤ
識
說
が
断
入
さ
れ
た
理
由
を
檢
討
す
る
詳
細
な
モ

ノ
グ
ラ
フ
を
發
表
し
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
說
は
『
法
施
比
丘
尼
經
』
の
滅
盡
定
の
記
肓
に
お
け
る
「
識
が
身
體
を
娘
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
一
文
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
断
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
假
說
を
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
断
入
を

不
可
袢
に
し
た
の
は
梗
典
解
釋
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
直
接
何
ら
か
の
體
驗
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
私
は
こ
の
硏
究
を
踏
ま
え
つ
つ
關
係
の
文
獻
を
再
檢
討
し
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
禪
定
中
の
體
驗
に
よ
り
直
接
的
に
依
據
し
て
い
た

可
能
性
を
提
示
し
て
み
た
い
。 

 

 

【講 

演
】 

 

『
老
子
』
の
牴
而
上
學
と
「
自
然
」

―
北
京
大
學
棯
に
基
づ
い
て

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

知
久 

 

二
〇
一
二
年
一
二
月
の
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
『
老
子
』
の
公
表
は
、
再
び
我
々
に
『
老
子
』
の
文
獻
や
思
想
に
つ
い
て
の
新
た

な
關
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。
本
爨
演
で
は
、
北
京
大
學
棯
を
主
な
資
料
と
し
て
、
戰
國
時
代
か
ら
六
咆
時
代
ま
で
の
「
自
然
」
思
想

史
を
檐
想
し
背
景
に
置
き
な
が
ら
、
『
老
子
』
の
牴
而
上
學
と
「
自
然
」
思
想
と
の
絡
み
合
い
（
矛
盾
と
調
和
）
を
論
じ
て
み
た
い
。

本
論
に
入
る
に
先
だ
っ
て
、
羝
代
日
本
に
お
け
る
『
老
子
』
硏
究
の
先
蕁
と
さ
れ
る
武
触
義
雄
と
津
田
左
右
吉
の
硏
究
方
法
を
、
今

日
の
立
場
か
ら
『
老
子
』
の
本
文
校
訂
と
思
想
理
解
の
兩
面
に
わ
た
っ
て
吟
味
し
て
お
く
。 

 


